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株式会社情報戦略テクノロジー、コーポレートサイトを全面リニューアル 
～新 PHILOSOPHY「AI とヒューマニティーでこの国の潜在能力を解き放つ。」を制定し、 

システム開発の本来あるべき姿への挑戦を語る経営幹部インタビューを公開～ 
 

株式会社情報戦略テクノロジー（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：高井 淳、以下「当社」）は、

2026 年４月２日にコーポレートサイトを全面リニューアルいたしました。本リニューアルに合わせ、AI 時代

における当社の新たな使命を込めた新 PHILOSOPHY「AI とヒューマニティーでこの国の潜在能力を解き放つ。」

を策定いたしました。また、システム開発業界の多重下請け構造を破壊し、本来あるべき姿を創り上げてき

た当社の軌跡と、これからの日本の明るい未来に向けた挑戦を語る「経営幹部９名の特別インタビュー」を

同時公開いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

日本のシステム開発業界に深く根付く「多重下請け構造」。エンジニアが使い捨てにされ、伝言ゲームに

よって本当に必要なシステムが作られないという構造的な問題を、当社は「0 次 DX」という顧客との距離を

ゼロにする共創アプローチによって破壊してきました。 

そして今、生成 AI の台頭によってビジネスのあり方が根本から変わろうとしています。当社は、世界を代

表する大手クラウドベンダーが主催するハッカソンで優勝を果たすなど、AI 駆動開発における最先端の知見

を豊富に有しています。 

しかし、AI が圧倒的な効率化をもたらす武器である一方で、それ単体では現場の暗黙知を汲み取り、関わ

る人々の心を動かすことはできません。 

 



 

AI という最先端の武器を誰よりも上手く使いこなしながら、人間にしか持ち得ない「ヒューマニティー

（人間性）」を掛け合わせること。それこそが、日本をデジタル後進国から脱却させ、大手一流企業が秘め

た歴史や知財という「潜在能力」を最速で解き放つ鍵となります。 

私たちは、単なるシステム開発会社から「DX の総合商社」へと進化し、大手一流企業のクライアント様と

共にこの国の明るい未来を創り上げていきます。今回の新 PHILOSOPHY の策定は、その強い決意表明です。同

時に、かつて世界を驚かせた日本の底力への確信と、IT 業界の悪しき慣習への強烈なアンチテーゼ、そして

人間らしさへの回帰を謳っています。 

 

【新 PHILOSOPHY】 

 

 
 

 

■概要 

 リニューアル日： 2026 年 4 月 2 日（木） 

 Ｕ  Ｒ  Ｌ： https://www.is-tech.co.jp/ 

 主な公開コンテンツ 

1.新 PHILOSOPHY 及びビジョン・ミッション 

2.「0 次 DX」「0次 LAB」「WhiteBox」など各種サービスの最新情報 

3.経営幹部 9名の特別インタビュー記事を一挙公開。 

多重下請け構造をなくす「正義」と、エンジニアと顧客の未来を真剣に考える「愛」のマネジメント

や、AI を活用した「攻め」の DX 戦略など、当社の核となる思考を紐解きます。 

 

 

■今後の展望 

今後も当社は、「DXの総合商社」として、顧客の「Why（なぜやるのか）」「What（何を作るのか）」の段

階から距離ゼロで伴走し続けます。AI という強力なツールを活用しながら、コンサルティング、設計、開発

までを一気通貫で行い、解散しないプロフェッショナルチームを通じて、かつてないスピードで顧客の新規

サービス創出や業務革新を実現します。この国から生まれる産業が再び世界中を魅了する未来に向けて、私

たちは決して立ち止まることなく、企業の潜在能力を解き放つ共創パートナーとしての役割を全うしてまい

ります。 

 

 



 

 

 

■会社概要 

【株式会社情報戦略テクノロジー】 

会社名：株式会社情報戦略テクノロジー（東証グロース・155A） 

代表者：代表取締役社長 高井 淳 

所在地：東京都渋谷区恵比寿四丁目 20 番３号 恵比寿ガーデンプレイスタワー15F 

電 話：03-6277-3461 

事業内容：大手企業向け DX 内製支援サービス等 

URL：https://www.is-tech.co.jp/  

 

以上 


